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平成 27 年 12 月 7 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

○出雲崎ッズ ７日（月）・１４日（月）・２１日（月）  ○ちぎり絵教室 ８日（火）・１５日（火） 

○ノーメディア・デー １０日（木）  ○英会話教室 １０日（木）  ○料理教室 １２日（土） 

○さわスポ教室 １５日（火）  ○出雲崎総合大学 １６日（水）  ○書道教室 １７日（木） 

○めばえ教室 １８日（金） 

11月 20日（金）、新潟県庁西回廊講堂において「平成27年度県知事表彰」が 

行われました。この表彰は「新潟県の経済、社会、文化の発展に貢献し、顕著 

な功績があった者」等に対して、その功績をたたえ表彰しているものです。 

 今年度、出雲崎町からは「芸術、文化の向上に貢献し、顕著な功績があっ 

た者」として、元出雲崎町文化財調査審議会委員長の磯野 猛さん（住吉町） 

が表彰されました。磯野さんは、永く出雲崎町文化財調査審議会の委員長や 

委員として文化財の調査・保存・活用の推進に寄与し、出雲崎町史編さん委 

員会委員としても中心的存在として町史編さんに貢献されました。 

おめでとうございます。より一層のご活躍を期待しています。 

11 月 12 日（木）、平成 27 年度の第 1 回目の社会教育委員・公民館運営審議会委員・図書館協議会委員に

よる合同三者会議を開催し、今年度の事業を振り返っての成果や課題、来年度に向けての事業計画などを委

員の皆さんから協議いただきました。 

 公民館では、住民のニーズにあった公民館活動が展開できるよう、事業の活性化を図っていきます。 

11 月 13 日（金）、海岸公民館において町民と長岡造形大学の学生との 

海岸地区街並活性化を考える「ワークショップ」を開催し、30 名を超え 

る町民の方から参加いただき、熱のこもった意見交換が行われました。 

当日は、5 人の学生から旧津又邸（尼瀬）の整備・活用計画を提案して 

いただき、町民からは「妻入りの原形をできるだけ残して」「出雲崎の食 

材を活かせる施設に」などの貴重な意見をいただきました。 

今後、旧津又邸を海岸地区活性化の核となる施設として整備・活用していきたいと考えています。 

◇今月号は折込チラシ「公民館ボランティア大募集」があります。ご覧ください！ 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

今日から海峡の鬼になる。記念碑的傑作誕生。舞台は、国

境の町・根室男の屍を越えて生きてゆく女たち。北海道最東

端・根室は、国境の町である。有力者の娘・珠生が恋に落ち

たのは、北の海の汚れ仕事を牛耳る相羽組の組長だった。 

霧 ウラル ･･･桜木 紫乃  著 

結婚して数年。どうやら自分たち夫婦には子どもが出来そ

うにないことに気づいてしまった妻の葛藤。どこにでもいる

平凡な家族のもとに訪れる、かけがえのない瞬間を描いた

『家日和』『我が家の問題』に続くシリーズ最新作。 

我が家のヒミツ ･･･奥田 英朗 著 

米国人青年の日本発見の旅!婚約者の求めで日本にやって

きた米国人青年。東京、京都、大阪、九州、北海道…。神秘

のニッポンを知る旅を始めた彼を待ち受ける驚きの出来事

と、感涙の結末とは! 

ぼぎわんが、来る ･･･澤村 伊智 著 

 幸せな新婚生活を送っていた秀樹の会社に、とある来訪者

が。取り次いだ後輩の伝言に戦慄する。それは生誕を目前に

した娘・知紗の名前であった。正体不明の噛み傷を負った後

輩は、入院先で憔悴してゆく。その後も秀樹の周囲には… 

わが心のジェニファー 

･･･浅田 次郎 著 

 

町では、歴史・文化など各分野別ごとにまとめた「出雲崎町史」を販売しています。歴

史豊かな町の貴重な資料をまとめ、郷土の魅力がたくさん詰まっています。 

来月の広報チラシにて詳細な内容等を周知させていただきますので、この機会にお買い

求めいただき、出雲崎町の歴史を読み解き、再発見してみてはいかがでしょうか。 

 町教育委員会及び町体育協会では平成 27年度の各種表彰該当者を募集しています。以下に該当する方、ま

たは該当者を紹介いただける方は教育委員会（☎78-2250）までご連絡ください。 

☞文化・スポーツ分野で県大会以上に出場し、優秀な成績をあげた個人、または団体。 

☞優れた指導・研究実績により、出雲崎町の文化・教育・体育の向上に功績をあげた方。 

☞このほか、表彰に値すると認められる方。   ※過去に表彰を受けた方は前回以上の成績が必要。 

下記のとおり、休館となりますので、ご協力をお願いいたします。今年も多くの皆さまからご来場いただ

き、大変ありがとうございました。今後とも、よろしくお願いいたします。 

【休館施設】中央公民館、海岸公民館、良寛記念館、町民体育館、テニスコート、屋内ゲートボール場、 

柔道場  ※町民野球場は、１２月～２月までの間（積雪状況により変更あり） 

【休館期間】１２月２９日（火）～１月３日（日） 

 毎年 12 月初旬から年末にかけて公民館の周りにあるカイヅカイブキを華やか 

に彩る「イルミネーション」を今年も例年以上に、華やかに飾り付けました。 

 冬の名物 !?となりつつありますが、夜間に当施設をご利用の際は一歩足を止め 

てご覧いただき、少しでもクリスマスを感じていただければ幸いです。 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

〈出
雲
崎
小
学
校
生
徒
の
俳
句
〉 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

一
層
誇
れ
る
、
活
性
化
す
る
町
に 

先
月
、「
歴
史
あ
る
ま
ち
な
み
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
『
金
の
道
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
佐
渡
』
が
佐
渡
市
で
あ
り
出
席
し
て
き
た
。

佐
渡
鉱
山
の
金
銀
の
輸
送
路
を
「
金
の
道
」
と
名

付
け
て
、
佐
渡
か
ら
江
戸
ま
で
の
北
国
街
道
・
三

国
街
道
・
中
山
道
沿
い
の
宿
場
町
が
あ
る
自
治
体

間
の
交
流
を
図
っ
た
。
出
雲
崎
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
佐
渡
金
銀
の
陸
揚
げ
地
で
、
重
要
な
金
銀
の

「
受
け
の
地
」
で
あ
る
。
参
加
し
た
自
治
体
か
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
資
源
を
利
用
、
活
用
し
た

事
例
や
思
い
が
発
表
さ
れ
た
。 

最
後
に
、
自
治
体
間
の
連
携
・
協
力
と
情
報
発

信
、
住
民
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
の

共
同
宣
言
を
発
表
し
た
。 

 

後
日
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
「
街
お
こ
し
」
に

特
色
を
も
つ
地
域
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。 

そ
の
一
つ
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
養
蚕

業
で
隆
盛
を
極
め
た
「
蔵
の
ま
ち
」
須
坂
市
（
長

野
県
）
。 

街
は
蔵
を
活
か
し
た
老
舗
商
店
、
歴
史
が
刻
ま

れ
た
重
厚
な
旧
家
、
博
物
館
、
特
産
品
の
買
い
物

の
で
き
る
店
や
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。
道
路
の
一
部
は
100
Ｍ
程
だ
が
石
畳
が
敷
か
れ

情
緒
感
が
漂
う
。
最
近
建
て
た
一
般
住
宅
も
白
壁

風
で
蔵
と
同
じ
よ
う
な
色
調
を
帯
び
て
い
る
。
今

回
は
ガ
イ
ド
付
き
の
案
内
が
あ
り
、
街
の
今
昔
や

蔵
の
特
性
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
説
明
が
あ
る
と

単
に
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
印
象
を
深
く
す
る
。

約
100
Ｍ
四
方
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
街
お
こ
し
の

努
力
と
工
夫
、
活
用
が
所
々
に
見
ら
れ
た
。 

「
努
力
無
く
し
て
、
生
ま
れ
る
も
の
な
し
」
を
教

え
ら
れ
る
。 

も
う
一
か
所
は
県
内
・
阿
賀
野
市
に
あ
る
「
や
す

だ
瓦
ロ
ー
ド
」。 

 

安
田
瓦
で
名
が
通
っ 

た
旧
安
田
町
に
あ
る
。 

巨
大
な
鬼
瓦
、
鯱
（
し 

ゃ
ち
）
瓦
、
瓦
の
塀
の 

上
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ 

て
い
る
小
さ
な
鬼
や
猫 

は
愛
ら
し
い
。
瓦
で
造 

ら
れ
た
バ
ス
停
留
所
は 

見
事
で
あ
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
絵
付
け
体
験
も
で
き

る
。
道
路
脇
に
あ
る
瓦
灯
篭
は
お
盆
時
節
に
は
見
事

で
あ
ろ
う
。 

瓦
で
造
ら
れ
た
創
造
性
豊
か
な
様
々
な
造
形
物

な
ど
は
、
破
損
し
た
り
規
格
外
れ
に
な
っ
た
瓦
を
再

利
用
す
る
そ
う
だ
か
ら
、
そ
の
着
想
が
い
い
。
本
職

の
屋
根
瓦
以
外
を
作
る
と
な
れ
ば
手
間
を
要
す
る

が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
所
に
熱
い
意
気
を
感
じ

る
。
そ
の
結
果
が
ぬ
く
も
り
や
癒
し
の
風
景
と
な
っ

て
い
る
。 

  

さ
て
、
出
雲
崎
町
に
も
他
に
負
け
な
い
歴
史
と
観

光
・
文
化
資
源
が
あ
る
。
町
で
は
更
に
整
備
を
図
る

べ
く
、
町
民
、
行
政
、
専
門
家
が
知
恵
を
出
し
合
っ

て
い
る
。
「
出
雲
崎
は
い
い
街
だ
」
と
い
う
声
も
多

く
聞
く
。
一
層
誇
れ
る
、
活
性
化
す
る
町
へ
の
希
望

を
も
っ
て
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
。 

本
年
一
年
真
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様

に
は
お

健

や
か
に
新

年
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
迎
え
く
だ
さ
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 

硫
黄
量
日
本
一
の
紅
葉
宿 

川  

西 
 

生
田 

恒
憲 

青
蜜
柑
昭
和
の
苦
楽
共
に
し
て 

上
中
条 

 

菅
沼 

義
忠 

 

陽
を
吸
い
て
蜜
柑
の
続
く
山
の
道 

大 

門 
 

栗
本 

君 

 

引
き
潮
に
浜
の
ひ
ろ
が
り
冬
ぬ
く
し 

尼 

瀬 
 

小
黒 

大 
 

も
も
色
の
美
し
き
花
秋
桜 

五
年
生 

 

諸
橋 

一
花 

 

虫
や
人
大
急
が
し
の
冬
じ
た
く 

五
年
生 

 

内
藤 

俊
太 

 

も
み
じ
ち
り
あ
っ
と
い
う
ま
に
赤
い
道 

六
年
生 

 

髙
坂 

理
奈 

 

道
の
は
し
こ
ろ
こ
ろ
転
が
る
栗
の
い
が 

六
年
生 

 

山
田 

美
空 

 

赤
と
ん
ぼ
緑
の
は
っ
ぱ
で
ひ
と
や
す
み 

六
年
生 

 

下
條 

美
咲 

 

※
11
月
号
に
掲
載
の
小
股
正
美
知
さ
ん
（
川
西
）

の
俳
句
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記

の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

（
誤
）
尾
鰭
持
ち
骨
を
刺
し
て
秋
刀
魚
食
う 

（
正
）
尾
鰭
持
ち
骨
を
剥
し
て
秋
刀
魚
食
う 

 

赤
と
ん
ぼ
手
の
プ
ロ
ペ
ラ
で
目
を
ま
わ
す 

五
年
生  

 

高
橋 

美
海 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 15 日（日）に第 36 回ソフ

トバレーボール大会を開催しまし

た。12 チームが集まり、レクリエ

ーションとして人気が高いソフト

バレーボールを楽しみました。 

サーブにアタックにブロック、

普通のバレーボールより大きく柔

らかいボールの感触に戸惑いなが

らもキラリと光るチームワークに

歓声が上がりました。 

今年度の野球シーズンが終了しました。野球協会

が主催した各大会の結果は以下のとおりです。 

お疲れ様でした。 

現在、町民体育館ではタオル、眼鏡、イヤホン、

帽子など約 40点の忘れ物を預かっています。心当た

りのある方は町民体育館事務室（☎ 78-4700）まで

ご連絡ください。 

 

○出雲崎町野球協会長杯（4/30～6/30） 

 優 勝：ユニバース  準優勝：プリリンズ 

○出雲崎町公民館長杯（7/9～8/18） 

 優 勝：西越クラブ  準優勝：ユニバース 

○出 雲 崎 町 長 杯（8/ 27～10/22） 

 優 勝：ユニバース  準優勝：Mr．ローレル 

 

12/2,9,16 日（水）19：30～21：00 

 

 町民野球場は来年 3 月より再開予定です。（積雪状

況により変更あり）ご利用ありがとうございました。 

☆優 勝☆ 

ブラザーズ 

○準優勝○ 

ブラザーズ FC 

△第３位△ 

チームポンズ 

大会結果 

 

毎週月曜日の放課後に活動している「出雲崎ッ

ズ」では、秋のプログラムとしてコオーディネー

ショントレーニングを行っています。遊びながら

体を動かす楽しさを学ぶことで、自分の体を上手

に使えるようになります。参加している児童は寒

さに負けず元気に活動しています。 

 

11 月 16 日（月）に出雲崎中学校の生徒による町民

体育館の清掃ボランティアが行われました。生徒会が

中心となって計画・運営を行い、玄関、走路、用具室

などを協力しながら丁寧に清掃してくれました。清掃

ボランティアへの参加は自由とのことでしたが、全校

生徒が集まり活気あふれる活動となりました。中学生

の皆さん、ありがとうございました。 

来年も体育館で部活に運動に励んでください。 


